　　　　　　　　　　　　         建物賃貸借契約書

第１条　山田太郎（以下「甲」という。）は田中五郎（以下「乙」という。）に対し、後記表示の建物を次の目的及び条件にて賃貸し、乙はこれを借り受ける。

（１）目的　　店舗並びに住居

（２）期間　　３年

（３）賃料　　月額金＊＊円

（４）支払期　毎月２０日限り翌月分を持参払い

（５）敷金　　賃料の６ヵ月相当額（賃料改定のあった場合は差額を積みますこと）

第２条　乙は甲の書面による承諾なくして次の行為をしてはならない。

（１）建物の模様替え、造作の変更

（２）建物の転貸し、もしくは借家権の譲渡、家族以外の者の同居

（３）建物を住居及び店舗以外に使用すること

第３条　乙が前条の約定に違反したときは、甲は催告を要せず本契約を解除することができるものとし、乙が賃料の支払を遅滞したときは催告の上契約を解除することができる。

第４条　後記建物の構造部分及び外壁についての修繕は甲において行い、内部の小修繕、建具類の補修は乙がその費用を負担して行う。

第５条　乙が甲に対し後記建物を明渡す時は、この費用において造作部分をとりはずし、建物を原状に復して返還するものとする。

第６条　本契約の期間満了１ヶ月前までに乙が賃料の２ヵ月分相当額を支払った時は、甲は本契約の更新を拒絶できない。

第７条　本契約の賃料が公租公課の増加により、又は土地建物の価格の上昇により、又は近隣の建物の賃料に比較して不相当になったときは、期間内であっても、甲は乙に対し増額を請求することができる。

第８条　連帯保証人斉藤一郎は本契約上の乙の債務（解除後の損害賠償債務を含む）につき乙と連帯して保証し、支払の責を負う。

上記のとおり本契約が成立したので本証書２通を作成し、甲乙各１通を保有する。

平成＊＊年＊＊月＊＊日

　　　　　　　　　　　　　　　　　貸主（甲）東京都＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田太郎　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　借主（乙）東京都＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中五郎　印

　　　　　　　　　　　　　　　　連帯保証人　東京都＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斉藤一郎　印

(建物の表示）

略
